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1 帰敬式実践運動の趣旨（目的と願い）

　1962年に同朋会運動が発足してから数十年が経過した今日、そして戦後から
かなりの歳月を経たこの時は、１世紀にわたる殺戮の歴史の上に、国の内外を超えて
時代の流れが大きくまた激しく変わりつつある時です。現代という時代は便利さや豊
かさを追求し、人間の欲望を満たしていく一方で、人間の知性が地球全体を危機的状
況に追い込み、人間そのものの在り方、生き方、そしていのちそのものが問われてい
る時代です。
　そのまっただ中にあって、宗祖親鸞聖人の教えをいただく私たちは、同朋会運
動の本質を見失うことなく、真宗によって明らかにされた人間像をしっかりと世に示
し、その苦悩に応えていかねばなりません。それはそのまま戦後の宗門の歩みを十分
に点検総括し、同朋会運動の願いをいよいよ明らかにしていくとともに、より充実し
た方策を打ち出し、共に歩んでいくことに他なりません。その点、宗門が混乱の最中
にありました 1976 年、当時の内局によって、特別伝道を柱とした同朋会運動推進の
決意が述べられ、運動の歩みの中から「真宗同朋会運動 15 周年全国大会」（1977 年）
の３つの確認事項として具体的課題が示されました。

　　１．古い宗門体質の克服
　　２．現代社会との接点を持つ
　　３．真宗門徒としての自覚と実践

　この３つの実践項目は、私たち真宗門徒の実践課題であると同時に、1981 年の宗
憲改正、すなわち「同朋社会の顕現」に向けての大きな原動力となったのです。そし
て、18 年間にわたって実施推進された特別伝道は、1988 年の推進員養成講座となっ
て展開し、数多くの念仏者を生み出し続けております。
　このような歩みの中、今あらためて同朋会運動の初心に立ちかえるとき、真宗門徒
の帰依三宝の精神こそ、具体的生活の中で同朋会運動を確かめ、いよいよ真宗門徒の
自覚を新たにし、その生活と歩みを確かなものとしていく基盤であると気づかされる
のです。
　そこで 1996 年から、とくに「真宗門徒としての自覚と実践」を深めるために、全
宗門人が共に取り組んでいく実践課題として生まれてきたのが「帰敬式実践運動」で
す。
　帰敬式は、三宝に帰依することであり、それは弥陀の本願に出遇った喜びをあらわ
すものです。すなわち、私たちの生きる依りどころが明らかになったことをとおして、
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一切衆生と共に仏道を歩もうという決意に立つ、きわめて大切な信仰の表明です。
　その点、この運動は、宗憲第82条第２項「すべて門徒は、帰敬式を受け、宗門及
び寺院、教会の護持興隆に努めなければならない。」という条文が示すように、帰敬
式の意味を明らかにして、門徒一人ひとりが自覚と実践を充実させていくための施策
であり、また宗憲第12条第４項ただし書「住職及び教会主管者は、門徒の希望によ
り、これを行うことができる。」という条文に基づき、一人でも多くのご門徒が帰敬
式を受式できる機会を開いていこうとするものです。すべての真宗門徒が帰敬式を受
式することによって、混迷する時代社会の中に「三宝に帰依する生活」を明らかに
し、住職はもとよりすべての門徒が仏弟子としての人生を歩んでいただきたいという
ことを願いとしております。
　したがって「帰敬式に関する条例」（1995年条例公示第３号）によって、住職に

のこと、普通寺院で執行される帰敬式そのものを生涯の一大事として、また真宗門徒
としての自覚を深めていく帰依三宝の儀式として再確認することとなったのでありま
す。言いかえれば帰敬式をとおして真宗門徒の生活を見直し、聞法を中心とした生活
実践を進めていこうとするものです。
　そして、このことによって、住職と門徒が共に語り合い、「御同朋」としての念仏
の僧伽が見い出され、寺院と門徒の本来的な繋がりが構築されることはもとより、寺
が広く現代社会に向けて開かれ、同朋社会が顕現される勝縁となることを目的とする
ものです。
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2 帰敬式について

帰敬式の意義
　私たちは、毎日、ただ自分の欲望追求と、おしよせてくる不安に怯えながら、何を
たよりに生きていけばよいのか分からないままで人生をおくっているのではないで
しょうか。このような私たちにとって、人間として生まれた意義と生きる喜びを見い
だすべき確かな依りどころ「本尊」との出遇いが大切です。
　その人生における大切な依りどころに出遇うようにというはたらきそのものが阿弥
陀の本願です。すなわち、南無阿弥陀仏を「本尊」として生きる人生においてはじめ
て、生まれた意義と生きる喜びに目覚めることができるのでありましょう。
　いま、その「本尊」―南無阿弥陀仏―に出遇えた喜びを形であらわす儀式が帰敬式
です。したがって、帰敬式には、ただ自分の欲望追求の自我を中心とする生き方から、
「本尊」―南無阿弥陀仏―を中心とする生き方への転換という意義があります。それ
は人生の再出発・第二の誕生ともいえましょう。

帰依三宝
a　仏教徒となる
　三宝とは、仏・法・僧のことであり、これは釈尊が覚られた南無阿弥陀仏の法
が、現実の世界に具体的にはたらく姿をあらわしたものです。つまり、「仏」とは、
苦しみに悩む人間を救おうとする南無阿弥陀仏の法に目覚めた「人」（釋尊・諸仏）
であり、南無阿弥陀仏はことばにまでなった「法」であります。また、「僧」とは、
南無阿弥陀仏によって結ばれた人びとの「あつまり」です。私たちにとって、この
三つを依りどころとして生きること（帰依）こそが大切であるという意味で「三宝」
といいます。この三宝に帰依することは仏教徒としての第一歩なのです。
b　信心の表白
　

仏に帰依せば、終にまたその余の諸天神に帰依せざれ　
『教行信証』（聖典第二版435頁）

とあるように、三宝に帰依するということは、自らの欲望を満足させるためにいろ
いろな神々をたのんだり、日のよしあしを占ったりしないということです。つまり
「帰依」には、私の生きていく依りどころと、生きる方向が定まるという意味があり
ます。よって、帰依三宝の表白はそのまま私の信心の表白ということができるのです。
c　伝統に生きる
　親鸞聖人は、法然上人（仏・諸仏）をとおして南無阿弥陀仏（法）の教えに出遇われ、
その法然上人の南無阿弥陀仏の教えによって信心をともにする念仏の同行（僧・僧
伽）に加わっていかれました。私たちは、いま、親鸞聖人（仏・諸仏）によって顕

（１）　

（２）　

1

2
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かにされた浄土真宗の教え（法）に生きる者となるとき、国や民族を超えた念仏の
同行（僧・僧伽）の一員となるのです。
　親鸞聖人は仏・諸仏として出遇った法然上人の背景をたどり、三国七祖の伝統を

覚められたのです。つまり、釈尊の誕生そのものには、苦しむ生きとし生けるもの
を救わんとする阿弥陀如来の本願のはたらきがあったのです。私たちの先達もみな、
この南無阿弥陀仏という本願の伝統に生きられたのです。
　私たちがいま帰敬式を受けることは、先達と同じようにこの大いなる阿弥陀如来
の本願の歴史・伝統に生きる身となることなのです。

法名の意義
　私たちは、日ごろ、両親からの願いがかけられた名前をもって生活しています。し
かし、帰敬式を受けると、「釋」の字が冠せられた法名（釋〇〇・釋尼〇〇）をたま

あらわすものです。すなわち、南無阿弥陀仏の法を顕かにされた仏陀釋尊の教えを聞
わります。「釋」は釋迦・諸仏の弟子となった、 仏弟子としての名告りという意味を

いて生きる者となるという名告りです。そして、
　　弥陀の本願には老少善悪のひとをえらばれず　　　　　　 （聖典第二版767頁）
とあるように如来の本願においてはすべての人はみな平等なのです。
　さらに、三宝に帰依し、法名を名告る者へ願われていることは、親鸞聖人の『入出
二門偈』に、
観彼如来本願力　凡愚遇無空過者　一心専念速満足　真実功徳大宝海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『入出二門偈頌文』（聖典第二版545頁）
とあるように、如来の本願力に出遇って、空過しない人生を生きよということです。
すなわち人間として生まれながら、その意義や喜びをたずねようともせず、ただ欲望
の追求に明け暮れて、空しく過ごしているわれらへの空過しない生き方をせよという
如来からの呼びかけであり、励ましです。法名には、南無阿弥陀仏の本願の教えを聞
いて生きる者となることが願われているのです。

剃刀の意義
　帰敬式には、髪をおろすことをかたどった剃刀の儀があります。そのため、帰敬式
は「おかみそり」ともいわれて伝承されてきました。その髪をおろすことの由来は、

珍妙の衣を捨てて法服を着る。鬚髪を剃除したまい、
樹下に端坐し勤苦したまうこと六年なり。　　　　　　『仏説無量寿経』（聖典３頁）
という経文にもとめることができます。この経文から考えれば、髪をおろす、という
ところに虚飾の生活を離れて、真実の人生をもとめるという意味をうかがうことがで

（３）　

（４）　

3

4
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きます。
　自我中心の生活が迷いであることに目覚め、仏法を依りどころとして生きる者とな
るという人生の方向転換の象徴として剃刀の儀があります。

帰依の生活
　世間的な因習や常識に流されがちな日々にあって、三宝に帰依した私たち真宗門徒
が忘れてはならないことは、仏法に帰依し、仏弟子としての名告りである法名をいた
だいた身であることの自覚です。この法名をいただいた身の自覚から、朝夕の勤行を
生活の基本とし、家族ともどもに親鸞聖人の報恩講を勤め、お寺の法座・報恩講など

でしょう。そして、そのことをとおして私たち一人ひとりが尊厳なる「いのち」をた
まわって誕生していることに気づいていくことが願われているのです。
　ともすれば、「いのち」を私有化し、他の「いのち」を傷つけていることに気づかなかっ
た私が、「共なるいのち」をたまわっている私であったことに目覚め、親鸞聖人が
りょうし・あき人、さまざまのものは、
みな、いし・かわら・つぶてのごとくなるわれらなり。　　『唯信鈔文意』（聖典第二版678頁）
と聖人自身の生き方そのものによって示されているように、「いのち」を生きるすべ
てのものと共に生活する人となることこそ、まさに私における「いのち」の発見とい
うことにほかなりません。そして、そこにこそ「生まれた意義と生きる喜び」が感ぜ
られてくるのです。
　戦争・差別・環境等々、さまざまな課題をかかえている現代、これらの課題に応え
ていく一点は、一人ひとりがともどもに尊い「いのち」を生きていることに目覚めて
いくよりほかにはありません。
　帰敬式を受け、人生の再出発を期するいま、まず自分自身から宗祖親鸞聖人の本願
念仏の教えに聞き求めていく生活をはじめましょう。

（５）　5
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4

帰敬式の執行場所及び特例について

帰敬式執行に関する講習について

・寺院・教会において、それぞれ執行されますが、住職が行う帰敬式の対象者は所属
門徒のみです。執行場所は門徒が所属する寺院の本堂になります。
　ただし、病気加療中などやむを得ない事情がある場合は、別に住職の願い出により、
あらかじめ教務所長の許可を得て、執行者・執行場所（病院・老人ホーム・自宅）
および次第・荘厳について実情に応じて行うことができます。
　また、教区（組）帰敬式実践運動推進計画に基づき実施される住職による帰敬式
で、数箇の寺院の所属門徒が共に受式することを願い出た場合、あらかじめ教務所長
が認めたときは、受式しようとする門徒が所属するいずれかの寺院の本堂を当該執行
場所とすることができます。執行者は、当然それぞれの門徒が所属する寺院の住職と
なりますが、委任状をもって、他の住職が代表者として執行することも可能です。

　所属門徒の希望により、帰敬式を執行しようとする住職は、あらかじめ帰敬式受式
と帰依三宝の意義を学び、帰敬式の執行方法を十分に理解し、修得しておく必要があ
ります。そのため、各教区において住職等を対象とした帰敬式に関する研修・講習を
開催されている場合には、受講してください。（なお、掛役として、僧侶、推進員ま
たは総代の聴講も可）
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1 帰敬式執行までの準備

　帰敬式執行までの準備は、この手引きを参考に整えてください。

門徒への呼びかけ
　帰敬式執行を企画された住職は、スタッフ（責任役員・総代・推進員等）と打ち
合わせを行った後、所属門徒への呼びかけをしてください。呼びかけの一例を紹介し

ます。

●呼びかけ文例

～　新たな人生のスタートラインに立つ　～

帰敬式は真宗門徒の出発式
　伝統的に「おかみそり」という名称で親しんできた儀式は、正しく
は「帰敬式（ききょうしき）」といいます。私たちは、通常亡くなっ
てからおかみそりを受けて法名をいただければいいと思ってきました

す。ですから亡くなってから受式して法名を受けるのではなく、生
きている今だからこそ人間としての生き方、在り方を問い、学んでい
こうという出発の式が帰敬式です。
　私たちは、欲望が満たされても何か満足できず、虚しさを感じてい
るのではないでしょうか。
　そのような時、どこからか「私の人生、これでいいのだろうか」と
いう声が聞こえてきます。
　今、この時に、自らの人生を見直す出発点として、仏弟子になるこ
との意義を共に学びながら、新たな人生のスタートラインに立とうで
はありませんか。
　詳細は、お寺までお問い合わせください。

○○寺　住職　○　○　○　○　　　　
住所又は連絡先　○○○○○○○○○○

（ ） で

（１）　1

※宗派ホームページに奨励チラシ・ポスターを公開していますので、ダウンロードのうえ、
ご活用ください（35 頁 QR 参照）。 
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帰敬式受式予定者への学習講座について

　真宗門徒としての自覚を深め、また新たな真宗門徒としての生活をはじめる原点と
なる帰敬式を受式していただく前に、受式予定者と共に、帰敬式についての意味を十
分に学習して帰敬式の執行をお願いいたします。

① 日程について
帰敬式の執行日までに、受式予定者の都合を勘案し、全員が参加可能な期日を設定
してください。

② 場所・講師について
学習講座の開催場所については、本堂あるいは門徒会館などが望ましい。また、講
師については、帰敬式を執行する住職あるいは教会主管者がつとめてください。

③ 学習内容について
学習の内容については、次の学習の要点を参考にされ、真宗門徒としての自覚を深め、
真宗門徒としての生活をはじめていくことの意味と願いを平易に伝えてください。

    ＜学習の要点＞
a　帰敬式について
　私たちが、人間として「いのち」をうけながら、ただ自分の欲望追求に走り回り、
たまわった「いのち」の尊厳性に眼を向けず、ただ空しく過ごしている現実生活を
吟味し、そこに人生の確かな依りどころが必要であることを確認するのが帰敬式で
す。それは、仏・法・僧の三宝に帰依し、南無阿弥陀仏を本尊として生きる人生の
大切さを明らかにすることです。

 　参考　・生じて従来するところ、死して趣向するところを知らず
』経寿量無説仏『 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　 
 　　　　・身独り空しく立ちてまた依るところなし 』経寿量無説仏『 　 　
 　　　　・本願力にあいぬれば　むなしくすぐるひとぞなき
 　　　　　功徳の宝海みちみちて　煩悩の濁水へだてなし   『高僧和讃』（聖典第二版590頁）

（聖典第二版784頁）
 　　　　・まことに如来の御恩ということをばさたなくして、われもひとも、
 　　　　　よしあしということをのみもうしあえり

b　真宗の本尊について

宗派のものやお札などを見ることがあります。真宗の本尊が、「南無阿弥陀仏」で
あることを明確にすることが何よりも大切です。

（１）　2

（聖典第二版77頁）
（聖典第二版79頁）
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 　参考　・ここをもって、如来の本願を説きて、経の宗致とす。
 　　　　　すなわち、仏の名号をもって、経の体とするなり。『教行信証』（聖典第二版163頁）
 　　　　・天親論主の礼拝門の論文、すなわち「帰命尽十方無碍光如来」をもって、
 　　　　　真宗の御本尊とあがめましましき　　　　　　　　『改邪鈔』（聖典第二版827頁）
 　　　　 ・ 凡そ真宗の本尊は、尽十方無碍光如来なり　　　　  『改邪鈔』（聖典第二版835頁）

　c　帰依三宝について
　私たちが日頃、依りどころとしている自我心、あらゆる所有物は、みずからの生
活を安心させてくれるものではなく、逆にいつも不安を引き起こすものでしかない
ことを吟味します。そして仏・法・僧の三宝こそが、私たちの人生の究極の依りど
ころを明らかにするものであって、本当にもとめるべきものです。

 　参考　・心を弘誓の仏地に樹て、念を難思の法海に流す   『教行信証』（聖典第二版475頁）
 　　　　・三宝に帰りまつらずは、何をもってか枉れるを直さん
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『十七条憲法』（聖典第二版1155頁）
 　　　　・吾人の世に在るや、必ず一つの完全なる立脚地なかるべからず

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『精神主義』（『清沢満之全集』第６巻）
d　法名について
　「法名」は、他宗派の戒名などと同じように受けとられがちです。しかし、それ

からはじまる生活態度はどのようなものであるのかを考えることが大切です。
 　参考　・仏に帰依せば、終にまたその余の諸天神に帰依せざれ
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『涅槃経』（聖典第二版435頁）
 　　　　・五濁増のしるしには  この世の道俗ことごとく
 　　　　  外儀は仏教のすがたにて  内心外道を帰敬せり   『正像末和讃』（聖典第二版623頁）

e　三帰依文について
　受式者が、仏・法・僧の三宝（南無阿弥陀仏）に帰依を表白することが帰敬式の
中心です。三帰依文の意味を理解していただくことが必要です。とくに「受け難き」
人身を受け、三宝に遇うことの意味は、もろもろの「衆生と共に」という世界を願
って生きる身となることです。
f　お内仏の給仕作法について
　真宗門徒の行儀として、正しいお内仏の荘厳・給仕が大切です。そして、礼拝か
らはじまる真宗門徒の生活の基本に目覚めていただくことです。とくに、合掌・焼
香等の作法に留意しましょう。
g　「正信偈」のお勤め
　帰敬式の儀式のなかでも、「正信偈」のお勤めをいたしますが、朝夕の「正信偈」
のお勤めは真宗門徒の生活の基本です。お勤めの稽古は非常に大切なことであり、
続けて稽古の機会を設定しましょう。
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h　執行の辞
 

、誓いの辞
 

について
　執行の辞・誓いの辞については例文（13頁～ 16 頁）を示しておりますが、帰
敬式受式についての学習をしていくなかで、受式者と十分に話し合って作り上げて
ください。

④ 受式者への案内
・服装について
　帰敬式受式の当日は、仏前にて、帰依三宝を表白し、仏弟子としての名告りをあ
げる、人生においての新たな誕生ともいえる日です。『無量寿経』下巻に「仏、阿
難に告げたまわく」として、「汝、起ちて更に衣服を整え合掌恭敬して、無量寿仏

を礼したてまつるべし」（聖典第二版85頁）とあるように、服装を整えてお念珠を持参し、
帰敬式を受式されるように案内することが必要です。



13
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■ 例文 4
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2 帰敬式次第について

■ 帰敬式次第

※上記は、帰敬式執行における基本次第です。
※法要の前後なら次第中の勤行を省略してもよい。

■ 執行者と掛役
　執行者：門徒が所属する寺院の住職であり帰敬式を執行する。
　掛　役：執行者とは別に最低 1 名の掛役が必要です。
　　　　　司会、進行補佐等をする。

■ 装束
　執行者：直綴・五条袈裟・半装束念珠・中啓・白服
　掛　役：（１）僧侶　直綴・墨袈裟・木念珠（安静形）・白服
　　　　　（２）総代又は推進員　略肩衣・小念珠
　受式者：略肩衣・小念珠

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
10．
11．

開式の辞
真宗宗歌斉唱
三帰依文唱和
剃刀の儀
執行の辞
法名伝達
誓いの辞
勤行（正信偈草四句目下、同朋奉讃）
法話
恩徳讃斉唱
閉式の辞
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　 次 第

執行者出仕

受式者着座

■帰敬式進行表

受式者、掛役の着座に続いて
内陣の祖師前側竪畳に出仕
（21頁　　 -3）

合掌

広蓋を手にとり、余間より外
陣へ（21頁　　 -6）
剃刀（21頁　　 -7）

終わって、竪畳に復座

合掌

調声　正信偈同朋奉讃

斉唱 「真宗宗歌、斉唱」斉唱

正信偈同朋奉讃
合掌

退堂

「以上をもちまして、帰敬式を終わります」

「三帰依文、唱和」唱和唱和（21頁　　 -5）

合掌（執行者退出）

退堂

華籠棚（演台）の前で『執行
の辞』を朗読（22頁　　 -8）

外陣、華籠棚の前にて法話
（22頁　　 -12）
斉唱

法名を一人ずつ伝達する
（22頁　　 -9）
終わって、外陣祖師前正面に
側面して着座

「ただ今より、帰敬式を執り行い
ます。一同合掌」（21頁　　 -4）

外陣祖師前正面に側面して着
座。
「法名の伝達を行います。…様、
…様、…様、…様」

「一同合掌。合掌のまま恩徳讃斉唱」
「おときください」

「誓いの辞、代表○○様」
終わって鏧の前に移動

合掌
（掛役が、総代・推進員の場合は執行
者が外陣にて鏧を打ち調声をする）

合掌
「おときください」

受式者の着座を確認し、出仕（外
陣の祖師正面）（21頁 -2）

略肩衣をかけ念珠をも
ち外陣（参詣席）に着
座（21頁　　 -1）

代表者、外陣華籠棚
にて『誓いの辞』朗読
（22頁　　 -10）

合掌

合掌

法名を一人ずつ受
け取る

斉唱

正信偈同朋奉讃
合掌

斉唱

退堂

唱和

「合掌。合掌のまま剃刀を行います。」

執行者の少し前を、受式者の姿
勢を正しながら進む
剃刀終わって、「合掌をおときく
ださい」

合掌

合掌をとく

執行者又は掛役より、帰敬式の意義、剃刀の意義、法名の意義などを話し、続いて次第の
説明、受式にあたっての注意点（20頁　　 ）を述べる

開式の辞

総礼

真宗宗歌斉唱
三帰依文唱和
剃刀の儀

執行の辞

法名伝達

誓いの辞

総礼

勤行
総礼
法話

恩徳讃斉唱

閉式の辞
執行者退堂
掛役退堂

執 行 者 掛 役 受 式 者

3

4

4

4

4

4
4

4

4

4

4

4



19

3 荘厳と進行

　１　荘厳

　　※帰敬式のみ執行の場合は華束は必要ありません。

　　　
　　　その他の準備

１．

２．

３．

平鏧と華籠棚（演台）を外陣に用意する。

執行者は剃刀を用意し、懐に持つ。
剃刀は、奉書紙などで包む。

法名を広蓋にのせ、中尊前卓の土香炉の右横におく。
法名の向きは、あたま側を御本尊側に向けておく。

１．
２．
３．
４．
５．
６．

帰敬式を執行するにあたり、内陣・外陣・参詣席の清掃を行う。
両尊前（中尊前・祖師前）に打敷をかける。
総灯明・総燃香をする。
両尊前に立燭をする。
仏供については、適時とする。
その他、法要時においてはその荘厳とする。

1

2
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　　　執行前の受式者への注意点（執行者又は掛役より説明する）

　　　　

次第の説明を行う。
真宗宗歌の歌詞の確認。掲載頁の確認。
三帰依文の唱和箇所についての確認（下記参照）。全員合掌し、唱和する。た
だし、合掌ができない場合は唱和のみでもよい。
基本的に剃刀の間は全員合掌し、姿勢を正す。ただし、多人数にて時間が
かかると思われる場合は、執行者がまわって来られる時を見計らい合掌す
るのも差し支えない。
剃刀を受ける姿勢は背筋をのばし頭を起こし、御本尊を瞻仰した姿である。
頭を下げないように注意する。
法名伝達は、名前を呼ばれたら、一人ずつ執行者の前まで進み、法名を受
け取る。
誓いの辞は、代表者が朗読することの確認。
勤行については、大きな声で唱和すること。
恩徳讃の歌詞の確認。
私語を慎み厳粛な心（気持ち）で受式をすること。また、正座の出来ない方は
足をくずしても差し支えない（椅子の使用も可）。

3

１．
２．
３．

４．

５．

６．

７．
８．
９．
10．
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受式者着座（参詣席）
『法名伝達』『誓いの辞』の所作を考えて着座する。
また、横二列以上になる際は、受式者の間を掛役
・執行者が通れるように間をあけて着座する（椅子
の使用も可）。

※進行上、事前に法名の順番と着座の順番をそろえておく。

掛役着座（外陣祖師前正面）
マイクを用意した方がよい

執行者出仕（内陣祖師前竪畳）
このとき剃刀を懐中しておく。履物は藺草履を用いる。

開式の辞
ここでは開式の辞は掛役が行っているが、別に司会を
設けるのもよい。

三帰依文唱和
一段下がったところを全員で合掌し、唱和する（左図
参照）。執行者は唱和の間、合掌する。

剃刀の儀
 執行者  剃刀の儀にさきだち、前卓へすすみ懐啓し法名

を広蓋ごと手にとる。続いて、再び竪畳にあが
り、余間より外陣におりる。法名を一旦華籠棚
におき、剃刀を手にもち受式者の後ろにまわる。

  掛　役   執行者より常に二人程前を進み姿勢を確認する。

執行者の剃刀の作法
（１）まず、受式者の真後ろに立つ。
（２）剃刀を頭に軽くつけ、三度剃る所作を行う。
　　 ）照参図左（  

（３）この時、微音にて剃刀にあわせ念仏を称える。

4

　１．
　

　２．
　

　３．
　

　４．
　
　

　５．
　

　６．
　

　
　７．
　

　　　次第の要点

前
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執行の辞

法名伝達
掛役の呼び出しにあわせ、一人ずつ伝達する。（掛役は、
事前に呼び出しするための名簿などを用意する）終わっ
て、執行者は外陣祖師前正面に側面して着座する。

誓いの辞
代表者は華籠棚へ歩み出て御本尊の方を向いて朗読する。

勤行
執行者は、内陣祖師前竪畳に復座し勤行する。ただし、
掛役が総代・推進員など僧籍の無い方の場合は、執行
者は一旦退出し、あらためて外陣中尊前正面に着座し
勤行する。（外陣調声）
※法要の前後なら次第中の勤行を省略してもよい。

法話
勤行が終わって、執行者は一旦退出し、あらためて切
戸口より外陣に移動し法話を行う。ただし、外陣調声
の場合は退出せず法話を行う。

      ．８　

   ９．
   

   10．
  

   11．
 
  

   
12．

執行者は、華籠棚に歩み出て、受式者の方を向いて朗
読する。
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本尊

名
法

名
法

畳
竪

間
余

1

12
3

4

（中尊前卓）

（華籠棚）

（受式者）

鏧

8

本尊 畳
竪

間
余

7

6

5
8

（中尊前卓）

鏧

）
口
戸
切
（

（華籠棚）

（受式者）

法名伝達が終わって外陣祖師前正面に側面して着座
掛役はその後ろに着座
「誓いの辞」終わって、竪畳に復座し、「勤行」
「勤行」終わって、一旦退出
切戸口より外陣出仕の作法にて、外陣の華籠棚前で「法話」

5

6

7

8

執行者出仕・着座、「真宗宗歌」「三帰依文」

「剃刀の儀」終わって、華籠棚の前で「執行の辞」、
続いて「法名伝達」

法名を手にとり、余間より外陣へおりる
1

2 3

4

 執行者手順図（参考）
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4 青少幼年の帰敬式受式について
　2017年１月１日より、20歳以下の帰敬式受式の願事礼金が5,000円に設定され、今

後、子ども会や日曜学校、あるいは初参式などの人生の節目、また、真宗大谷派学校

連合会加盟校の本山参拝・本山研修の機会を捉えて、青少幼年の帰敬式受式の御縁が

広がっていくことが願われます。

　そこで、20歳以下の受式者がおられる場合の執行の辞・誓いの辞・式次第の例を

掲載しますのでご活用ください。

執行の辞
ことば

　今日は、みなさん（ひとりの場合は○○さん）が仏
ほとけ

の子
こ

どもとして生
い

き
ていく、新

あたら

しい誕
たん

生
じょう

日
び

です。
　みなさん（ひとりの場合は○○さん）は、仏

ほとけ

さまの教
おし

えを聞
き

いて生
い

きて
いきますと仏

ほとけ

さまと三
みっ

つのお約
やく

束
そく

をしました。
　このあと、法

ほう

名
みょう

をお渡
わた

しします。法
ほう

名
みょう

とは、仏
ほとけ

の子
こ

どもとして生
い

きてい
く新
あたら

しいお名
な

前
まえ

です。
　今日からは、いつでも私

わたし

たちに寄
よ

り添
そ

い見
み

守
まも

ってくださる仏
ほとけ

さまに、毎
まい

日
にち

手
て

を合
あ

わせる生
せい

活
かつ

をしていってください。
　新
あたら

しいお誕
たん

生
じょう

日
び

、おめでとうございます。
　
　　　　　　　　年　　月　　日

○○寺　住職　○　○　○　○
釋（尼）○○

《執行の辞作成にあたってのポイント》
・ 執行の辞は、受式者が耳で聞く言葉であることを意識して、音でわかる
言葉で書くように心がけましょう。

・ 子どもに届くように平易な表現と、短い分量で書くように心がけましょ
う。

・ 受式した子どもが、これから生活の中で実践できるような具体的な事柄
を交えて書くとよいでしょう。（例えば、「毎日仏さまに手を合わせま

■ 「執行の辞」（例）（受式者が20歳以下の場合）

例文1
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誓
ちか

いの辞
ことば

　私
わたし

は今
いま

、仏
ほとけ

さまの前
まえ

で帰
き

敬
きょう

式
しき

を受
う

け、法
ほう

名
みょう

をいただきました。
　これからは、仏

ほとけ

の子
こ

どもとして、仏
ほとけ

さまの教
おし

えを聞
き

き、あらゆるいのち
を大

たい

切
せつ

にして生
い

きていきます。
　
　　　　　　　　年　　月　　日

受式者　　○　○　　○　○
釋（尼）○○

《誓いの辞作成にあたってのポイント》
・ 子どもが自ら読む文章なので、短い言葉で読みやすく書くように心がけ
ましょう。

・ 「三帰依文」もしくは「三帰依文」に代えて、「三帰依（パーリ文）」
を唱和した場合、誓いの辞として、「ちかい」を受式者で一緒に唱和し
てもよいでしょう。

しょう」「毎日お勤めをしましょう」「南無阿弥陀仏と称えましょう」
「食事の時は、手を合わせて『いただきます』『ごちそうさま』を言う
ことを大切にしましょう」など）

・ 受式者の子どもだけではなく、ご家族に向けてのお祝いのメッセージも
盛り込んでもよいでしょう。

■ 「誓いの辞」（例）（受式者が20歳以下の場合）

例文2

「ちかい」
わたくしたちは、仏

ほとけ

の子
こ

どもになります。
わたくしたちは、正

ただ

しい教
おし

えを聞
き

きます。
わたくしたちは、みんななかよくいたします。
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一、開式の辞
ことば

一、真宗宗歌斉唱

一、三帰依文唱和 ※ 受式者が 20 歳以下の場合は「三帰依文」に代えて、「三
帰依（パーリ文）」、「ちかい」を唱和してもよいでしょう

一、剃刀の儀

一、執行の辞
ことば

 ※ 「執行の辞」（例）（受式者が 20歳以下の場合）を参考に
してください

一、法名伝達

一、誓いの辞
ことば

 ※ 「誓いの辞」（例）（受式者が 20歳以下の場合）を参考に
してください

一、勤行（正信偈草四句目下、同朋奉讃）

一、法話

一、恩徳讃斉唱

一、閉式の辞
ことば

■ 帰敬式次第（例）（受式者が20歳以下の場合）
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1 受式お祝いの会

　仏教では、人生において二度の誕生があるといわれています。最初の誕生は、私た
ちがこの世に生命を受けたときです。これは、時間や場所をえらぶことができないよ
うに、私の思いをこえて「この私」としての誕生です。
　そして、いま、この帰敬式の受式こそ第二の誕生です。なぜならば、この「帰依三宝」
の表白は、自らの意思で、生まれた意義と生きる喜びをたずねて生きる決意だからで
す。「この私」として「いのち」をたまわりながら、その意義をたずねることもなく、
世間にふりまわされ、表面だけの幸せを求める自我欲求いっぱいの自分から、たまわっ
た「いのち」の意義や願いを聞きあてて生きる自分への転換、人生の誕生が帰敬式で
あるからです。
　その意味で、帰敬式を受け、法名をいただくということは、人生において本当に意
義あることですので、帰敬式を受けられた方々と共にそのことを喜び合う場をもうけ
ることが大事であると考えます。そしてこの帰敬式を今後の聞法生活への出発点・大
きな力としていただきたいものです。
　したがって、帰敬式を執行した後、受式者が「お斎」を全員でいただき、帰敬式を
受け、法名を受けた感想や感動をお互いが語り合い、そこから今後の歩むべき道・方
向を見定めていくということも考えていただきたいと思います。

2 受式者の集い

　帰敬式を受式されて新たな人生を出発すると、受式者間のコミュニケーションの場
をひらき、住職も受式者も、共に日常の生活の中から真宗の教えを学び、その歩みを
進めていくことが大切です。
　そのためには、各寺（組や教区）において、定期的に「帰敬式受式者の集い」（仮称）
をもち、帰依三宝の意義を何度も確認し、真宗の教えについてや社会的課題について、
意見交換を行ってはどうでしょうか。当たり前だと自分で納得していることや、全く
考えてもみなかったことなど、たくさんのことにそれぞれが気づかされるはずです。
個々の状況に合わせて、ぜひ受式者の集いを開いてみてください。
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3

4 

追弔会

生活実践について

「前に生まれん者は後を導き、後に生まれん者は前を訪え、連続無窮にして、願わく
は休止せざらしめんと欲す」『教行信証』（聖典 401 頁）とあるように、仏の願いは
たくさんの先達の歩みとなって届けられています。そこに応えていく意味において、
帰敬式を受式し、仏弟子として歩んでいかれた先達の「帰敬式受式物故者追弔会」を

　また、 このような追弔会は、各寺（組や教区）において勤修されるのもよいでしょう。

　帰敬式を受けるということは、自分を中心とする生き方から、本尊＝南無阿弥陀仏
を中心とする生き方への転換という意義があります。その意味で真宗に生きる出発点
といえます。三宝に帰依する生活、すなわち真宗門徒として念仏申す生活の始まりで
す。大乗の至極としての真宗における帰依三宝の生活は、ただ一点念仏申すことにあ
りますが、それは南無阿弥陀仏の法が我が身にはたらき展開するということです。そ
のはたらきを我が身に受け止める時に生活規範・生活実践がそこに生まれてくるので
ありましょう。
　私たちの生存の根源は食を摂ることにあります。これは人間を最も自然に、原初的
にみるときの事実です。この裸のあり方は、食を自分だけのために摂るという、自分
を中心とした生き方の最たるものといえるでしょう。しかし、自分を養うために多く
のいのちを奪いながら、それをいただき、それに支えられていることに気づくとき、
自己中心のあり方が破られ、私たち一人ひとりが尊い「いのち」をたまわって生かさ
れているという、一切衆生（全ての生きとし生けるもの）との共感と帰依（帰依僧）
が生まれます。

ります。したがって、食前・食後のことばを唱和することから始めてみてはいかがで
しょう。まずはお念仏を称えて「いただきます」というのも一つの方法です。
　次に、私たち一人ひとりがお内仏に真向かいになることです。仏に帰依する（帰依
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仏）とは、まず自らお内仏を相続またはお内仏を新たにお迎えし、給仕して、朝夕の
勤行をすることに始まります。すぐに勤行はできなくても、あるいは、いくら忙しく
ても、せめて１日に一度はお内仏に向かって念仏申すことから始めるのも一つの方法
です。そこで、１日に一度は自分をふりかえる時をもっていただくようおすすめくだ
さい。
　そして、聞法会（法座）、報恩講への参加です。法に帰依する（帰依法）とは、仏
法聴聞につきます。教えを聞く者は、本願に生きる者となることであり、教えを証し
とする者となることです。徹底して我が身、この世（この土）のあり方が知らされる
ことによって生き往く道が確かめられます。それは私たち一人ひとりがどのような交
わりを求め開いていくのかということです。ここにおいて、現代社会に向かって真に
共なる「いのち」の関係を提起し続けることができるのでありましょう。ですから、
月に一度は寺へ、年に一度は本山へお参りして、聞法の機会をもっていただくようお
すすめください。
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おける御親修・御参修による帰敬式に加えて、門徒の願い出により、各所属寺院にお
ける住職による帰敬式の執行が示されました。これは、門徒にとって、「真宗門徒と
しての自覚と実践のスタートとなる帰敬式受式の機会が広がる」ということを目的と
して展開するものです。
　また、帰敬式受式の際に授与される法名も住職が選定することができます。
　なお、帰敬式実践運動の具体的内容と申請手続きについては以下のとおりです。こ
の帰敬式実践運動を縁として更なる同朋会運動の展開につとめたいものです。

1

2

帰敬式実践運動では何が願われているのか

帰敬式実践運動の特徴

◎ 住職
▶住職は、帰敬式を縁に寺院と門徒との開かれた関係を築いていくことが願われ
ています。

◎ 門徒
▶門徒は、帰敬式受式を縁に真宗門徒としての自覚と実践が願われています。

◎ 各寺院で帰敬式を執行することができます。
▶各寺院での帰敬式は、所属門徒の願い出により住職が本堂で執行してください。

◎ 住職が法名を選定することができます。

帰敬式本山選定法名は、法名解説文をお渡ししています。

▶法名は、住職の責任において適正に選定し、住職自ら筆耕してください。なお、
１つの帰敬式において住職選定法名と本山選定法名の混在が可能です。

◎ 
2013年4月より法名紙と併せて、本山選定法名の読み・願い・出典が記され
た「法名解説文」をお渡ししています。過去に受式された方への交付も可能
ですので、必要な場合は、教務所へお問い合わせください。
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◎ 門徒が入院中などで本堂において帰敬式を受式できない場合でも、特例により受
式することができます。
▶あらかじめ教務所長の許可を得てから、実状に応じて帰敬式を受式することが
できます。事前に教務所へお問い合わせください。

◎ 教区・組の帰敬式実践運動推進計画に基づき、住職執行による数ヶ寺合同の帰敬
式を特例により行うことができます。
▶組同朋大会などでも実施されている事例があります。事前に教務所へお問い合
わせください。

◎ 願事礼金・記念品は次のとおりです。
▶願事礼金は 21 歳以上が１人１万円、20 歳以下が１人５千円です。
▶記念品は「略肩衣」「真宗大谷派勤行集（洋装・大）」「真宗門徒の生活 ( 冊子 )」
「聞法ハンドバッグ」です。

▶既受式者への記念品のうち「略肩衣」「聞法ハンドバッグ」は再交付できます。
「略肩衣」３千円、「聞法ハンドバッグ」千円です。教務所へお問い合わせく
ださい。

◎ 帰敬式受式者名簿を作成します。
▶寺院には、帰敬式を受式した方の名簿を年 1 回送付します。その際、受式され
た方の情報に誤りがありましたら、教務所または、帰敬式実践運動推進事務室
（研修部）へお知らせください。
法名について、旧漢字や異体字は新字体にて登録しますのでご注意ください。

なお、帰敬式受式者名簿は、教化活動に資するため本山で管理します。
▶各寺院では、帰敬式受式者名簿を受式者と共に確認してください。

◎ 

を受式することができます。この場合、法名は本山で筆耕しますので受式１ヵ
月前までに参拝接待所もしくは同朋会館へお申し込みください。
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3 申請手続きについて

受式場所や法名の選定方法により、申請手続きが異なりますのでご注意ください。

は、「帰敬式手続き表１・２・３」（35 ～ 37頁）によって申請手続きを行ってください。

【注意点】
◎ 寺院における帰敬式の場合は、法名紙・記念品等を前もって仮渡ししますが、精算

ください。

の際、残余及び書損の法名紙を返戻していただきますので、その管理には充分配慮

◎
に参拝接待所もしくは同朋会館へ申請してください。
真宗本廟で住職選定法名により受式を希望される場合は、必ず受式の1ヵ月前まで

◎ 法名に旧漢字を選定する際は、必ず辞書等で確認して、正確に申請してください。
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動画
「寺院・教会における帰敬式執行の手順」

教務所

教務所

教務所

＜お寺で受式の場合＞

宗派ホームページから申請も
可能です（データ申請の場合、
印鑑の押印は不要です。ただし、
複数寺院合同で執行の場合は、
関係寺院住職連名による紙面で
の提出が必要となります）。１つ
の帰敬式において住職選定法名
と本山選定法名の混在が可能
です。

教務所の在庫数により仮渡
しが後日になる可能性があ
ります。

帰敬式執行に関する申請書
は宗派ホームページ上にあ
ります。申請書を紙面でご入
用の際には、教務所へお申し
付けください。

宗派ホームページの帰敬式受式
者届提出フォームで「帰敬式受
式届」を提出することも可能で
す。
記念品・法名紙（法名包紙）の
余り（書き損じ含む）を教務所
へ返却してください。

呼びかけ１

ご門徒へ帰敬式受式を
呼びかける。

事前準備2

ご門徒の希望をとりまとめ
人数を把握する。

申請3

「帰敬式執行申請書・法名紙等仮
渡申請書」を教務所へ提出する。

帰敬式執行承認4

「帰敬式執行申請書・法名紙
等仮渡申請書」の受理後、法
名紙・記念品が仮渡される。

法名選定5

法名を選定し、
法名紙に筆耕する。

学習講座（説明会） 6

受式者を対象とした
学習の場を持つ。

帰敬式執行7

お寺の本堂で帰敬式を執
行。
詳細は、19～26頁参照。

願事礼金を集める8

受式者から願事礼金を集め
る。

願事礼金を納める9

教務所に願事礼金を納め、
「帰敬式受式者届」を提出
する。 

門徒名簿に記帳10

お寺の門徒名簿に法名・受
式年月日を記録する。

書き損じの法名紙や余
った法名紙は捨てずに
精算時に教務所へ返却
してください。

執行日の10日前までに！

帰敬式手続き表 1
教務所

教務所

教務所

＜お寺で受式の場合＞

宗派ホームページの帰敬式申請
フォームからの申請も可能です
（データ申請の場合、印鑑の押印
は不要です。ただし、複数寺院合
同で執行の場合は、関係寺院住
職連名による紙面での提出が必
要となります）。１つの帰敬式に
おいて住職選定法名と本山選定
法名の混在が可能です。

教務所の在庫数により仮渡
しが後日になる可能性があ
ります。

申請書類一式は宗派ホーム
ページ上にあります。申請書
類一式を紙面でご入用の際
には、教務所へお申し付けく
ださい。

宗派ホームページの帰敬式申請
フォームから申請いただいた場
合は、「帰敬式受式届」を同じく
フォームからデータにて提出くだ
さい。
記念品・法名紙の余り、及び書き
損じた法名紙を返却してくださ
い。

呼びかけ１

ご門徒へ帰敬式受式を
呼びかける。

事前準備2

ご門徒の希望をとりまとめ
人数を把握する。

申請3

「帰敬式執行申請書・法名紙等仮
渡申請書」を教務所へ提出する。

帰敬式執行承認4

「帰敬式執行申請書・法名紙
等仮渡申請書」の受理後、法
名紙・記念品が仮渡される。

法名選定5

法名を選定し、
法名紙に筆耕する。

学習講座（説明会） 6

受式者を対象とした
学習の場を持つ。

帰敬式執行7

お寺の本堂で帰敬式を執
行。
詳細は、19～25頁参照。

願事礼金を集める8

受式者から願事礼金を集め
る。

願事礼金を納める9

教務所に願事礼金を納め、
「帰敬式受式者届」を提出
する。 

門徒名簿に記帳10

お寺の門徒名簿に法名・受
式年月日を記録する。

書き損じの法名紙や余
った法名紙は捨てずに
精算時に教務所へ返却
してください。

執行日の10日前までに！

※帰敬式奨励用チラシ・
ポスターを活用ください。



同朋会館

1つの帰敬式において住職
選定法名と本山選定法名の
混在が可能です。

法名は本山で筆耕します。

宗派ホームページの帰敬式申請
フォームからの申請も可能です。
もしくは、紙面にて郵送ください。

参加者への配布資料等を
同朋会館より送付します。も
しくは、メールを送信します。

呼びかけ１

帰敬式受式をよびかける。

事前準備2

ご門徒の希望をとりまとめ
人数を把握する。

法名選定4

法名を選定する。

申請5

「参加者名簿」を同朋会館
へ提出する。

追加・変更6

受式者の変更等は、
同朋会館へ連絡する。

同朋会館退館9

 

門徒名簿に記帳10

お寺の門徒名簿に法名・受
式年月日を記録する。

受式10日前までに！
受式1ヵ月前までに！

同朋会館

同朋会館入館7

願事礼金を集め、
同朋会館へ納める。
入館後に帰敬式を申請され
た方は本山選定法名となり
ます。

御影堂

帰敬式受式8

 

申請書類一式は宗派ホームペー
ジ上にあります。
申請書類一式を紙面でご入用の
際には、同朋会館または教務所
へお申し付けください。

期日照会3

の申し込みを電話予約す
る。
TEL. 075（371）9185
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同朋会館

1つの帰敬式において住職
選定法名と本山選定法名の
混在が可能です。

法名は本山で筆耕します。

呼びかけ１

帰敬式受式を呼びかける。

事前準備2

ご門徒の希望をとりまとめ
人数を把握する。

法名選定4

法名を選定する。

申請5

（参加者名簿を含む）を
同朋会館へ提出する。

追加・変更6

受式者の変更等は、
同朋会館へ連絡する。

同朋会館退館9

 

門徒名簿に記帳10

お寺の門徒名簿に法名・受
式年月日を記録する。

受式10日前までに！
受式1ヵ月前までに！

同朋会館

同朋会館入館7

願事礼金を集め、
同朋会館へ納める。
入館後に帰敬式を申請され
た方は本山選定法名となり
ます。

御影堂

帰敬式受式8

 

期日照会3

の予約をする。

TEL. 075（371）9185

帰敬式手続き表 2

※帰敬式奨励用チラシ・ポス
ターを活用ください。

同朋会館ホームページから「真宗本
廟奉仕申込書」の取得が可能です。
紙面でご入用の際には、同朋会館ま
たは教務所へお申し付けください。

「必要事項を記入した「真宗本廟奉仕
申込書（参加者名簿）を同朋会館へ郵
送もしくはメールで送信してください。

参加者へ配布する資料等は同朋会館
より送付します。同朋会館ホームペー
ジよりダウンロードも可能です。

同朋会館ホームページ
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帰敬式｜真宗大谷派（東本願寺）

※帰敬式奨励用チラシ・ポス
ターを活用ください。

呼びかけ１

拝と帰敬式受式を呼びか
ける。

事前準備2

ご門徒の希望をとりまとめ
人数を把握する。

参拝接待所

御影堂

１つの帰敬式において住職
選定法名と本山選定法名の
混在が可能です。

窓口にて日程、式次第の説
明をします。

法名は本山で筆耕します。

期日照会3

参拝接待所へ帰敬式受式を
予約する。

法名選定4

法名を選定する。

帰敬式受式者届の準備5申請6

「帰敬式受式者届」を参拝
接待所へ提出する。

通知7

参拝接待所から帰敬式受
式のご案内（受式日など）
がお寺へ送付される。

追加・変更 8

受式者の変更等は、参拝接
待所へ連絡する。

帰敬式受式10門徒名簿に記帳11

団体参拝当日9

願事礼金を集め、参拝接待
所窓口へ納める。

受式1ヵ月前までに！

受式10日前までに！

TEL. 075（371）9210

お寺の門徒名簿に法名・受
式年月日を記録する。

帰敬式手続き表 3

「帰敬式受式者届」を参
拝接待所または教務所よ
り取得し、必要事項を記
入する。

電話及び宗派ホームページから
の予約が可能です。
申請書（帰敬式受式者届）は、参
拝接待所または教務所へお申し
付けください。

呼びかけ１

拝と帰敬式受式をよびか
ける。

事前準備2

ご門徒の希望をとりまとめ
人数を把握する。

参拝接待所

御影堂

１つの帰敬式において住職
選定法名と本山選定法名の
混在が可能です。

窓口にて日程、式次第の説
明をします。

宗派ホームページの帰敬式申請
フォームからの申請も可能です。
もしくは、紙面にて郵送ください。

法名は本山で筆耕します。

期日照会3

参拝接待所へ帰敬式の
受式を電話予約する。

法名選定4

法名を選定する。

帰敬式受式者届の準備5

宗派ホームページから「帰
敬式受式者届」をダウン
ロードし、必要事項を入力
する。
もしくは、紙面に印刷し記入
する。

申請6

「帰敬式受式者届」を参拝
接待所へ提出する。

通知7

参拝接待所から帰敬式受
式の通知がお寺へ送付され
る。

追加・変更 8

受式者の変更等は、参拝接
待所へ連絡する。

帰敬式受式10門徒名簿に記帳11

団体参拝当日9

願事礼金を集め、参拝接待
所窓口へ納める。

受式1ヵ月前までに！

受式10日前までに！

申請書類一式は宗派ホームペー
ジ上にあります。
申請書類一式を紙面でご入用の
際には、参拝接待所または教務
所へお申し付けください。

TEL. 075（371）9210

お寺の門徒名簿に法名・受
式年月日を記録する。

必要事項を記入した「帰敬式受
式者届」を郵送もしくはメールに
て送信してください。

真宗本廟における住職選定法名による受式の場合



38

帰敬式についてのQ&A

Q1

Q4

Q6

Q3

Q5

Q2

A1

A3

A4

A5

A6

A2

入院中のご門徒が、ぜひ帰敬式を受式したいというのですが、どうすればいいので
すか？

法名を筆耕していて書き損じたのですが、書き損じた法名紙はどうすればよいので
すか？

帰敬式受式年齢は制限があるのですか？

隣のお寺の代務者をしていますが、そのお寺のご門徒の帰敬式はどこで行えばよい
のですか？

帰敬式の受式年齢に制限はありません。例えば誕生児初参式において帰敬式を執
行していただく取り組みが実施されている例があります。これは、子どもの頃に帰敬
式を受けさせようという親心を考えてみれば、その家庭生活において真宗門徒の実
践がなされることでありましょう。そして、その家庭において成長される中で、真宗門
徒の自覚と実践への歩みが始まることが願われています。

で帰敬式を執行することができます。詳しくは教務所へお問い合わせください。

お寺における帰敬式執行に際して、法名紙と記念品が予備を含めて仮渡しされます。
帰敬式執行後に余った法名紙と記念品、及び書き損じた法名紙は教務所へ返戻して
いただきますので、法名紙は大切に取り扱ってください。

隣のお寺の本堂で、そのお寺の代務者として帰敬式を執行してください。

記念品の内容については、帰敬式の意義に沿うようお寺ごとに工夫して用意しても
かまいません。その際、願事礼金に加えて独自の必要経費を追加収受される場合が
考えられますが、その趣旨が明確になるよう受式者に説明してください。

帰敬式をテーマとする東本願寺書籍等を利用してください。
詳しくは、東本願寺出版ホームページをご確認ください。

本山が用意した記念品以外に、お寺で独自の記念品を用意してもよいのですか？

帰敬式に向けて、ご門徒に対し学習講座を開きたいのですが、何か学習書はありま
せんか？

東本願寺出版
ホームページ
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Q7

A7

信仰上の理由で、法名（法名紙）の返却を希望される方がおられるのですが？

ご本人のお話をお聞きくださり、住職（教会主管者・代務者）においてお受け
ください。
法名紙の返却は必要ありません。ご本人が本山へ返すことを希望されている場
合は、教務所にお届けください。
また、ご本人が本山で管理している「帰敬式受式者名簿」からの削除を希望さ
れている場合は、所属寺から教務所へ「帰敬式受式者名簿削除届」をご提出く
ださい。

Q8

A8 男性には「釋○○」、女性には「釋尼○○」の法名授与を基本としつつ、受式
者の願い出に応じて「釋/釋尼」を選択いただくことができます。なお、選択事
由の説明は必要としません。すでに受式された方の変更もできます。法名紙の
交付を希望される場合は「帰敬式法名紙変更届」を教務所へご提出ください。
その際、事務手数料（3,000円）をお納めください。

「釋」または「釋尼」で授与される法名を「釋尼」または「釋」にしてほしい
（または 授与された法名を「釋/釋尼」に変更したい）というご門徒がおられる
のですが？

Q9

A9 法名「釋/釋尼」の選択と変更は、受式者の願い出に応じて行うものです。した
がって、亡くなった方への法名授与は、ご本人の願い出が確認できない限り、
男性には「釋○○」、女性には「釋尼○○」を基本とします。また、受式され
た方が亡くなられた後の法名「釋/釋尼」の変更も同様です。
帰敬式は「仏法を聴聞し、仏法に聞く生活の始まり」です。生前の受式をぜひ
ともご奨励ください。

帰敬式についてご不明な点は、最寄りの教務所、もしくは帰敬式相談窓口へご連絡ください。 

帰敬式の受式は、信教の自由により保障された宗教行為です。
受式に至るまでに強制やネグレクト等の児童虐待に相当するケースがないよう、
十分にご留意ください。

亡くなった方への法名授与や、受式された方が亡くなった後も法名「釋/釋尼」
を選択・変更できるということでしょうか？

帰敬式相談窓口（研修部 帰敬式実践運動推進事務室）

電話：075-371-9185（平日　9：00～16：00）
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